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自己紹介01

氏名：佐藤 美咲

出身地：福島県福島市

（着任前の住所 長野県茅野市）

所属：地域振興課観光商工係

勤務場所：柳津町役場、野老沢地区の作業場

活動期間：2021年10月1日～2025年3月31日（予定）



協力隊に応募したきっかけ02

▼地元福島の伝統的な文化や工芸、ものづくりについて学び仕事にしたい

▼伝統工芸に関する仕事を見つけるのは難しいなか、柳津町の野老沢和紙の仕事の募集に出会う

▼地域と関わりながら仕事ができる地域おこし協力隊の制度に魅力を感じた

≪柳津町の印象…≫

・見晴らしの良い場所がたくさんあり景色がきれい

・斎藤清美術館がある

・温泉、和菓子屋さんが多い

・宿かわちさんのおもてなし



活動内容

着任後からこれまでの活動内容について

ご説明させていただきます。
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活動内容03

野老沢和紙の復興と調査研究

①紙漉き技術の習得

②和紙の原料である楮、トロロアオイの栽培・管理

③野老沢和紙についての調査

④協力隊卒業後の野老沢和紙活動の準備



活動内容03

▼和紙ができるまで

①楮の枝を蒸かし、枝の芯から樹皮をむきとる

②楮の黒皮を剥ぎ白皮にする

③白皮になった楮を木灰と一緒に煮る

④白皮についたごみや硬い部分を取り除く

⑤きれいに処理した楮を叩いて繊維をほぐす



活動内容03

▼和紙ができるまで

⑥叩いたトロロアオイの根を水につけて

出た粘液を濾す

⑦楮の繊維とトロロアオイの粘液を

混ぜ合わせて紙を漉く

⑧紙の水分を絞る

⑨紙を貼り付けて干す



活動内容03

楮（コウゾ）

クワ科の植物

1年で２～５ｍの高さに成長

和紙の原料となるのは樹皮の部分



活動内容03

トロロアオイ

アオイ科の植物

（別名：花オクラ）

紙漉きに使用するのは根の部分



活動内容03

和紙を使ったものづくりワークショップのようす



今後の抱負と任期後の目標04



今後の抱負04

・技術向上と商品開発

▼和紙販売 ⇒名刺／はがき／A5～A3ノビサイズの紙／賞状用紙

▼和紙加工製品販売 ⇒漉き込み和紙／染色和紙／揉み紙／蝋引き／各種印刷（写真印刷／シルクスクリーン…）
⇒貼り箱／封筒・ポチ袋／うちわ／カレンダー／ラベルシール…

▼ワークショップ ⇒紙漉き体験／うちわづくり／ランプシェードづくり／ぽち袋づくり…

野老沢和紙事業化に向けて

・作業場の整備（できれば野老沢に！）



任期後の目標04

野老沢和紙

・柳津の大切な伝統文化を伝え残していく

・地元の文化的な魅力の再発見のきっかけに

・新たな観光資源として町のPRに

・和紙を通じて伝統を見直す学びの機会を創る



さいごに05



挨拶05

ご清聴ありがとうございました。

柳津町の皆さまとの関わりをより深め

野老沢和紙への興味と関心を

もっていただけるような活動を

協力隊最終年度


